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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
重合可能なオレフィン性不飽和基を有する単量体（ａ）、アシルホスフィンオキサイド（
ｂ）、有機過酸化物（ｃ）、第３級アミン（ｄ）、並びに芳香族スルフィン酸および／ま
たはその塩（ｅ）を含有することを特徴とする歯科用重合性組成物。
【請求項２】
単量体（ａ）の一部として、重合可能なオレフィン性不飽和基と酸性基を有する単量体を
含有している請求の範囲第１項記載の歯科用重合性組成物。
【請求項３】
有機過酸化物（ｃ）が、第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸またはその塩（ｅ
）と分割して包装されている請求の範囲第１項記載の歯科用重合性組成物。
【請求項４】
単量体（ａ）の重量に基づいて、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）を０．０５～２０重
量％、有機過酸化物（ｃ）を０．０５～２０重量％、第３級アミン（ｄ）を０．０５～１
０重量％、および芳香族スルフィン酸および／またはその塩（ｅ）を０．０５～１０重量
％の範囲で含有する請求の範囲第１項記載の歯科用重合性組成物。
【請求項５】
アシルホスフィンオキサイド（ｂ）が、置換されていてもよいベンゾイルジフェニルホス
フィンオキサイドおよび／または置換されていてもよいベンゾイルフェニルホスフィン酸
エステルであり、有機過酸化物（ｃ）がジアシルパーオキサイドである請求の範囲第１項
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記載の歯科用重合性組成物。
【請求項６】
アシルホスフィンオキサイド（ｂ）が２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホス
フィンオキサイドおよび／または２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン
酸アルキルエステルであり、有機過酸化物（ｃ）がベンゾイルパーオキサイドである請求
の範囲第１項記載の歯科用重合性組成物。
【請求項７】
単量体（ａ）が、（メタ）アクリレート系単量体である請求の範囲第１項記載の歯科用重
合性組成物。
【請求項８】
充填剤を、単量体（ａ）：充填剤＝９９．９：０．１～１０：９０の重量比で含有する請
求の範囲第１項記載の歯科用重合性組成物。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、光重合および化学重合のいずれの方法でも重合し、重合前後の色調変化が小さ
く、硬化物の色調安定性に優れ、表面硬化性に優れ、しかも重合時間の短い、新規な歯科
用重合性組成物に関する。
本発明の歯科用重合性組成物は前記した優れた特性を活かして、歯科用の接着剤、合着材
、コンポジットレジン、表面処理剤、オペークプライマーなどとして有効に用いることが
できる。
技術背景
近年、重合性樹脂材料は、随意に所望の形態にすることができるという優れた操作性、天
然の組織とそっくりに修復し得る良好な審美性、高強度などの特性から、歯科用重合性組
成物として歯科治療全般に広く使用されるに至っている。
特に、１９５９年に頒布された米国特許第３，０６６，１１２号明細書によって、多官能
アクリル系重合性樹脂のウ蝕治療への応用が提案されて以来、常温で化学重合し得る材料
が歯科治療の分野で多数実用化されてきた。その後、化学重合型の材料の進歩と並行して
、ベンゾインメチルエーテル等を使用する紫外線重合型の歯科用材料が提案された（特開
昭４７－２４７号公報等）。
さらに、カンファーキノンを使用する光線重合型の歯科用材料の提案（特開昭４８－４９
８７５号公報）など、種々の重合方式を採用した製品が多数開発されてきた。
以後、歯科用充填剤としてはカンファーキノンを配合した光重合型材料が一般に使用され
ている。
また、金属製クラウンやインレー、アンレーの合着等のような、光を照射しても有効量の
光が到達しない用途には化学重合型の歯科用材料が使用されている。
さらに、特開昭６０－３２８１０号公報には、α－ジケトン化合物の１種であるカンファ
ーキノン、有機過酸化物およびアミンからなる触媒系を含有する歯科用組成物が記載され
ていて、この歯科用組成物を用いると表面での未重合層厚みが少なくなることが記載され
ている。
また、特開昭６０－８９４０７号公報には、前記と同様の組成を有する触媒系を含有する
歯科用組成物が非常に深い硬化深度を達成できることが記載されている。
カンファーキノン、有機過酸化物およびアミンからなる触媒系を含有するこれらの歯科用
組成物は、化学重合性と光重合性の両方の機能を有する。このような組成物は、修復物等
の表面に対しては光重合の機能により容易に高い重合率にまで重合を進めることが出来、
そして重合に必要な光が十分到達できない深い部位でも化学重合させ得る点が評価されて
、歯科用の接着剤や合着材に広く使用されてきた。
しかしながら、カンファーキノンはそれ自身が鮮黄色の色調を持ち、これを配合した重合
性組成物は歯科用材料としては不適当な黄色の色調を有する。さらに、カンファーキノン
を含有する重合性組成物は、光の照射によりその鮮黄色が退色し、重合前後で色調が大き
く変化する。近年、歯科治療における患者の審美的要求は大きく高まっており、鮮黄色の
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色調および重合前後での色調変化は好ましくないとされている。
また、化学重合性組成物に広く用いられているベンゾイルパーオキサイド重合開始剤と第
３級アミン類などの還元剤の組み合わせは、それらを含有する組成物から得られる硬化物
の色が熱水に晒されると変化し易く、色調安定性の点で問題がある。
上記の問題を解決する目的で、光重合開始剤としてアシルホスフィンオキサイドを含有す
る歯科用組成物が提案されている（特公平６－５５６５４号公報）。しかし、アシルホス
フィンオキサイドを光重合開始剤として含有する光重合性組成物から得られる重合硬化物
は、色調安定性の点では優れているものの、カンファーキノンを含有する重合性組成物に
比較して硬化深度が浅いために、深部での硬化が十分に行われないという欠点がある。
また、歯科用材料に用いる重合性単量体の一部として、重合可能な不飽和基と共に酸性基
を有する酸性単量体を使用して、歯質と重合性組成物との親和性を向上させ、歯質と硬化
物との間の接着強度を高める技術も実用化されつつある。しかしながら、酸性単量体の使
用は前記のような利点がある一方で、それを含有する重合性組成物を歯質に付与して重合
させたときに、未重合層厚さが大きくなり、硬化物の硬度が不十分になる恐れがある。
さらに、臨床的には治療時間の短いほど患者の負担が少なくなるので、重合速度が高くて
短時間で硬化する歯科用材料が求められている。
したがって、本発明の目的は、それ自体で歯科用材料として適した色調を有し、重合前後
（硬化前後）での色調の変化が小さく、硬化深度が大きくて深部でも十分な硬度および強
度を有する硬化物を生成することのできる歯科用重合性組成物を提供することである。
さらに、本発明の目的は、上記した特性を有すると共に、表面における未重合層厚さが小
さくて硬度の大きな硬化物を生成することができ、重合速度が大きくて短時間で硬化させ
ることができ、しかも歯質との接着性に優れる、歯科用の重合性組成物を提供することで
ある。
発明の開示
本発明者らが上記の目的を達成すべく鋭意検討した結果、重合可能なオレフィン性不飽和
基を有する単量体を含有する重合性組成物において、光重合開始剤としてアシルホスフィ
ンオキサイドを、化学重合開始剤として有機過酸化物を、還元剤として第３級アミン並び
に芳香族スルフィン酸および／またはその塩を組み合わせて用いると、それにより得られ
る重合性組成物が、光重合および化学重合のいずれの方式でも優れた硬化性能を示すこと
、歯科用に適した色調を有していること、重合前後（硬化前後）での色調変化が小さいこ
と、耐光性に優れ褪色が小さいことを見いだした。
さらに、本発明者らは、その重合性組成物が、表面での未重合層厚さが小さくて硬度の高
い硬化物を生成すること、硬化深度が大きくて深部でも十分な硬度および強度を有する硬
化物になること、暗所での耐熱水変着色性に優れていて口窩中で熱水に晒されても変着色
しにくいことを見い出した。
また、本発明者らは、前記した重合性組成物において、その重合性単量体の一部として、
重合可能なオレフィン性不飽和基と共に酸性基を有する単量体を用いると、前記した種々
の優れた特性を維持しながら、歯質との接着強度がより向上することを見い出し、それら
の知見に基づいて本発明を完成した。
本発明者らの見い出した前記の重合性組成物が、前記の優れた諸特性を有する理由は明確
ではないが、該重合性組成物で（ｂ）成分として用いるアシルホスフィンオキサイドの量
子収率が高いために、照射表面に極めて多くのラジカルが発生し、その重合熱および表面
の高濃度ラジカルによって有機過酸化物の誘発分解が働いた結果によるものと推測される
。
したがって、本発明は、重合可能なオレフィン性不飽和基を有する単量体（ａ）、アシル
ホスフィンオキサイド（ｂ）、有機過酸化物（ｃ）、第３級アミン（ｄ）、並びに芳香族
スルフィン酸および／またはその塩（ｅ）を含有することを特徴とする歯科用重合性組成
物である。
そして、本発明では、単量体（ａ）の一部として、重合可能なオレフィン性不飽和基と酸
性基を有する単量体を含有している前記の歯科用重合性組成物を好ましい態様として包含
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する。
発明を実施するための形態
本発明で用いる単量体（ａ）は、重合可能なオレフィン性不飽和基を有する単量体であれ
ばいずれも使用できる。そのうちでも、単量体（ａ）としては、重合操作の簡便性および
生体に対する安全性の点から、（メタ）アクリレート系単量体が好ましく用いられる。
本発明で好ましく用いられる（メタ）アクリレート系単量体は、単官能の（メタ）アクリ
レート系単量体であっても、多官能の（メタ）アクリレート系単量体であってもいずれで
もよい。
単官能の（メタ）アクリレート系単量体としては、（メタ）アクリル酸の炭素数１～１２
のアルキルエステル、（メタ）アクリル酸の炭素数６～１２の芳香族基を含むエステルが
好ましく用いられ、エステルを形成しているアルキル基や芳香族基は水酸基などの置換基
やエーテル結合などを有していてもよい。
単官能の（メタ）アクリレート系単量体の具体例としては、メチル（メタ）アクリレート
、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ブチル（メ
タ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリ
レート、トリデシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、シクロヘ
キシル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（
メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ
）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アクリ
レート、２－エトキシエチル（メタ）アクリレート、メトキシジエチレングリコール（メ
タ）アクリレート、メトキシテトラエチレングリコール（メタ）アクリレート、メトキシ
ポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコール（メタ
）アクリレート、フェノキシヘキサエチレングリコール（メタ）アクリレート、グリセロ
ール（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、ジシクロペ
ンテニル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）
アクリレート、ペンタエリスリトールモノ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトー
ルモノ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性テトラヒドロフルフリル（メタ）アク
リレート、カプロラクトン変性ジペンタエリスリトール（メタ）アクリレート、カプロラ
クトン変性２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリレート等を挙
げることができる。
また、多官能の（メタ）アクリレート系単量体の好ましい例としては、炭素数が２～２０
のアルキレングリコールのジ（メタ）アクリレート、前記したアルキレングリコールオリ
ゴマーのジ（メタ）アクリレート、ポリアルキレングリコールジ（メタ）アクリレート、
ビスフェノールＡから誘導されるジ（メタ）アクリレート、３官能以上の多価（メタ）ア
クリレート等であり、さらに、ヒドロキシル基を有する（メタ）アクリレート２モルとジ
イソシアネート１モルとの反応生成物であるウレタン（メタ）アクリル酸エステル類（例
えば特公昭５５－３３６８７号公報や特開昭５６－１５２４０８号公報に開示される多官
能型のウレタンモノマー等）などを挙げることができる。
より具体的には、多官能の（メタ）アクリレートの例として、エチレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリ
エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，３－ブチレングリコールジ（メタ）ア
クリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコー
ルジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプ
ロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、グリセロールジ（メタ）アクリレート、ビ
スフェノールＡジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡグリシジルジ（メタ）アクリ
レート、エチレンオキサイド変性ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、エチレンオ
キサイド変性ビスフェノールＡグリシジルジ（メタ）アクリレート、２，２－ビス（４－
メタクリロキシプロポキシフェニル）プロパン、７，７，９－トリメチル－４，１３－ジ
オキサ－３，１４－ジオキソ－５，１２－ジアザヘキサデカン－１，１６－ジオールジ（
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アクリレート、カプロラクトン変性ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールエステ
ルジ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタンジ（メタ）アクリレート、トリメチロ
ールプロパンジ（メタ）アクリレート、トリメチロールメタントリ（メタ）アクリレート
、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ
）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリト
ールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジ
ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メ
タ）アクリレート、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートとメチル
シクロヘキサンジイソシアネートとの反応生成物、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アク
リレートとメチルシクロヘキサンジイソシアネートとの反応生成物、２－ヒドロキシプロ
ピル（メタ）アクリレートとメチレンビス（４－シクロヘキシルイソシアネート）との反
応生成物、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートとトリメチルヘキサメチレンジ
イソシアネートとの反応生成物、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレートとイソホロ
ンジイソシアネートとの反応生成物、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アク
リレートとイソホロンジイソシアネートとの反応生成物等を挙げることができる。
本発明の歯科用重合性組成物は、前記した（メタ）アクリレート系単量体の１種または２
種以上を含有していることができる。そのうちでも、本発明の歯科用重合性組成物は、単
官能の（メタ）アクリレート系単量体の少なくとも１種と多官能の（メタ）アクリレート
系単量体の少なくとも１種を含有していることが、取り扱い性、硬化性、得られる硬化物
の物性などの点から好ましい。
また、本発明の歯科用重合性組成物を、歯科用の接着剤や合着材等として使用する場合に
は、単量体（ａ）の一部として、歯質や金属との接着促進効果を有する強極性モノマー、
特に重合可能なオレフィン性不飽和基と共に酸性基を有する単量体（以下「酸性単量体」
という）を含有していることが好ましい。
本発明の歯科用重合性組成物が酸性単量体を含有する場合は、単量体（ａ）の全重量に基
づいて酸性単量体の含有量が１～７０重量％であることが好ましく、５～５０重量％であ
ることがより好ましい。酸性単量体の含有量が７０重量％を超えると硬化不良になり易い
。
酸性単量体の有する酸性基の例としては、下記に示すようなリン酸、ジホスフェートまた
はそれらの誘導体に由来する基、

カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）、カルボハライド基（－ＣＯＺ）（式中Ｚはハロゲン原子
を示す）、カルボン酸無水物基などを挙げることができる。
前記した酸性基を有する酸性単量体の具体例としては、以下のものを挙げることができる
。
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本発明では、単量体（ａ）の一部として、上記した酸性単量体の１種または２種以上を、
酸性基を持たない上記した（メタ）アクリレート系の１種または２種以上と共に用いるこ
とができる。
本発明で用いるアシルホスフィンオキサイド（ｂ）は、主に光重合開始剤として作用し、
光照射により歯科用重合性組成物中の単量体（ａ）の重合を開始させる。
本発明で用いるアシルホスフィンオキサイド（ｂ）としては、光を照射したときに単量体
（ａ）の重合を開始させ得るアシルホスフィンオキサイドであればいずれも使用でき、そ
のうちでも、下記の一般式（Ｉ）で表されるアシルホスフィンオキサイド化合物が好まし
く用いられる。

［式中、Ｒ1はアルキル基またはアリール基、Ｒ2はアルキル基、アリール基または式－Ｏ
Ｒ3で表される基（式中Ｒ3はアルキル基またはアリール基を示す）を示し、Ａcはアシル
基を示す。］
そのうちでも、本発明ではアシルホスフィンオキサイド（ｂ）として、上記した一般式（
Ｉ）において、Ｒ1とＲ2が置換されていてもよいフェニル基であり且つＡcが置換されて
いてもよいベンゾイル基である（置換）ベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド、Ｒ
1が置換されていてもよいフェニル基であり、Ｒ2が式－ＯＲ3で表される基であり、且つ
Ａcが置換されていてもよいベンゾイル基であるベンゾイルフェニルホスフィン酸エステ
ルがが好ましく用いられる。
本発明で好ましく用い得るベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイドおよびベンゾイル
フェニルホスフィン酸エステルの具体例としては、２，４，６－トリメチルベンゾイルジ
フェニルホスフィンオキサイド、２，６－ジメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキ
サイド、２，６－ジメトキシベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド、２，６－ジク
ロロベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド、２，３，５，６－テトラメチルベンゾ
イルジフェニルホスフィンオキサイド、２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホス
フィン酸メチルエステル、２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチ
ルエステル、２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン酸フェニルエステル
等を挙げることができ、これらの化合物の１種または２種以上を用いることができる。
そのうちでも、本発明ではアシルホスフィンオキサイド（ｂ）として、下記の化学式（II
）で表される２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイドおよび
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／または化学式（III）で表される２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィ
ン酸アルキルエステルが、安定性の点から特に好ましく用いられる。

歯科用重合性組成物におけるアシルホスフィンオキサイド（ｂ）の含有量は、歯科用重合
性組成物の光感度を適度に調節する点から、単量体（ａ）の重量に基づいて、０．０５～
２０重量％であることが好ましく、０．１～１０重量％であることがより好ましい。
また、本発明で使用する有機過酸化物（ｃ）は、熱またはレドックス反応によって単量体
（ａ）の重合を開始し得る有機過酸化物であればいずれでもよく、そのうちでもジアシル
パーオキサイド類、パーオキシエステル類、ジアルキルパーオキサイド類、パーオキシケ
タール類、ケトンパーオキサイド類、ハイドロパーオキサイド類などの有機過酸化物が好
ましく用いられる。ジアシルパーオキサイド類の具体例としてはベンゾイルパーオキサイ
ド、２，４－ジクロロベンゾイルパーオキサイド、ｍ－トルオイルパーオキサイド等を挙
げることができる。また、パーオキシエステル類の具体例としてはｔ－ブチルパーオキシ
ベンゾエート、ビス－ｔ－ブチルパーオキシイソフタレート、２，５－ジメチル－２，５
－ビス（ベンゾイルパーオキシ）ヘキサン、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノ
エート、ｔ－ブチルパーオキシイソプロピルカーボネート等を挙げることができる。ジア
ルキルパーオキサイド類の具体例としてはジクミルパーオキサイド、ジ－ｔ－ブチルパー
オキサイド、ラウロイルパーオキサイド等を挙ることができる。また、パーオキシケター
ル類の具体例としては１，１－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）３，３，５－トリメチルシ
クロヘキサン等を挙げることができる。そして、ケトンパーオキサイド類の具体例として
はメチルエチルケトンパーオキサイド等を、またハイドロパーオキサイド類の具体例とし
てはｔ－ブチルハイドロパーオキサイド等を挙げることができる。これらの有機過酸化物
は１種類のみを用いてもまたは２種以上を用いてもよい。
本発明の歯科用重合性組成物における有機過酸化物（ｃ）の含有量は、歯科用重合性組成
物に適度な重合速度を与えるために、単量体（ａ）の重量に基づいて、０．０５～２０重
量％であることが好ましく、０．１～１０重量％であることがより好ましい。
また、本発明で用いる第３級アミン（ｄ）は主として還元剤として働く。第３級アミン（
ｄ）としては、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）および有機過酸化物（ｃ）の存在下に
、芳香族スルフィン酸またはその塩と共に還元剤として働く第３級アミン（ｄ）であれば
いずれでもよく、芳香族第３級アミンおよび／または脂肪族第３級アミンのいずれであっ
てもよい。芳香族第３級アミン（ｄ）の具体例としては、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、Ｎ
，Ｎ－ジメチル－ｐ－トルイジン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｍ－トルイジン、Ｎ，Ｎ－ジエチ
ル－ｐ－トルイジン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－３，５－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチル
－３，４－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－４－エチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ル－４－ｉ－プロピルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－４－ｔ－ブチルアニリン、Ｎ，Ｎ－
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ジメチル－３，５－ジｔ－ブチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－ｐ
－トルイジン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－３，５－ジメチルアニリン、Ｎ
，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－３，４－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－
ヒドロキシエチル）－４－エチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－４
－ｉ－プロピルアニリン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－４－ｔ－ブチルアニ
リン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－３，５－ジｉ－プロピルアニリン、Ｎ，
Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－３，５－ジｔ－ブチルアニリン、４－ジメチルアミ
ノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸ｎ－ブトキシエチル、４－ジメチルアミ
ノ安息香酸（２－メタクリロイルオキシ）エチル等を挙げることができる。また、脂肪族
第３級アミン（ｄ）の具体例としては、トリメチルアミン、トリエチルアミン、Ｎ－メチ
ルジエタノールアミン、Ｎ－エチルジエタノールアミン、Ｎ－ｎ－ブチルジエタノールア
ミン、Ｎ－ラウリルジエタノールアミン、トリエタノールアミン、（２－ジメチルアミノ
）エチルメタクリレート、Ｎ－メチルジエタノールアミンジメタクリレート、Ｎ－エチル
ジエタノールアミンジメタクリレート、トリエタノールアミンモノメタクリレート、トリ
エタノールアミンジメタクリレート、トリエタノールアミントリメタクリレート等を挙げ
ることができる。
本発明では、これらの第３級アミンの１種または２種以上を用いることができる。
本発明の歯科用重合性組成物における第３級アミン（ｄ）の含有量は、適度な重合速度を
与え、且つ変色を抑制する点から、単量体（ａ）の重量に基づいて、０．０５～１０重量
％であることが好ましく、０．１～５重量％であることがより好ましい。
また、本発明で用いる芳香族スルフィン酸またはその塩（ｅ）（以下「芳香族スルフィン
酸（塩）（ｅ）」という）は、主として還元剤として働く。芳香族スルフィン酸（塩）（
ｅ）としては、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）および有機過酸化物（ｃ）の存在下に
、第３級アミン（ｄ）と共に還元剤として働く芳香族スルフィン酸（塩）であればいずれ
でもよく、芳香族スルフィン酸（塩）の具体例としては、ベンゼンスルフィン酸、ベンゼ
ンスルフィン酸ナトリウム、ベンゼンスルフィン酸カリウム、ベンゼンスルフィン酸カル
シウム、ベンゼンスルフィン酸リチウム、トルエンスルフィン酸、トルエンスルフィン酸
ナトリウム、トルエンスルフィン酸カリウム、トルエンスルフィン酸カルシウム、トルエ
ンスルフィン酸リチウム、２，４，６－トリメチルベンゼンスルフィン酸、２，４，６－
トリメチルベンゼンスルフィン酸ナトリウム、２，４，６－トリメチルベンゼンスルフィ
ン酸カリウム、２，４，６－トリメチルベンゼンスルフィン酸カルシウム、２，４，６－
トリメチルベンゼンスルフィン酸リチウム、２，４，６－トリエチルベンゼンスルフィン
酸、２，４，６－トリエチルベンゼンスルフィン酸ナトリウム、２，４，６－トリエチル
ベンゼンスルフィン酸カリウム、２，４，６－トリエチルベンゼンスルフィン酸カルシウ
ム、２，４，６－トリイソプロピルベンゼンスルフィン酸、２，４，６－トリイソプロピ
ルベンゼンスルフィン酸ナトリウム、２，４，６－トリイソプロピルベンゼンスルフィン
酸カリウム、２，４，６－トリイソプロピルベンゼンスルフィン酸カルシウム等を挙げる
ことができる。本発明の歯科用重合性組成物では、これらの芳香族スルフィン酸（塩）の
１種または２種以上を用いることができる。
本発明の歯科用重合性組成物における芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）の含有量は、適度
な重合速度を与える点から、単量体（ａ）の重量に基づいて、０．０５～１０重量％であ
ることが好ましく、０．１～５重量％であることがより好ましい。
本発明の歯科用重合性組成物は、単量体（ａ）と共に、上記したアシルホスフィンオキサ
イド（ｂ）、有機過酸化物（ｃ）、第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸（塩）
（ｅ）を含有することが必要である。
歯科用重合性組成物がアシルホスフィンオキサイド（ｂ）を含有せず、その代わりにカン
ファーキノンを含有する場合は、該組成物より得られる硬化物の表面未重合層厚さが大き
くなって硬度が低下し、硬化物の耐光性が低下し、重合前後の色調変化が大きくなる。ま
た、歯科用重合性組成物が第３級アミン（ｄ）を含有しない場合は、組成物を硬化したと
きの硬化深度が浅くなる。また、歯科用重合性組成物が芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）
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を含有しない場合は、該組成物より得られる硬化物の表面未重合層厚さが大きくなって硬
度が低下し、耐光性が低下し、しかも重合前後の色調変化が大きくなる。
本発明の歯科用重合性組成物は、保存時や流通時などの使用前の段階では、組成物の安定
性などの点から、有機過酸化物（ｃ）を第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸（
塩）（ｅ）と分離した状態にして、多分割式の包装形態にしておくのがよい。その際の包
装形態としては、例えば、（ｉ）単量体（ａ）、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）およ
び有機過酸化物（ｃ）を混合して第１包装とし、第３級アミン（ｄ）と芳香族スルフィン
酸（塩）（ｅ）を混合して第２包装とする２分割式の包装；（ii）単量体（ａ）の一部と
アシルホスフィンオキサイド（ｂ）および有機過酸化物（ｃ）を混合して第１包装とし、
単量体（ａ）の残りの部分と第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）
を混合して第２包装とする２分割式の包装；（iii）単量体（ａ）と有機過酸化物（ｃ）
を混合して第１包装とし、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）、第３級アミン（ｄ）およ
び芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）を混合して第２包装とする２分割式の包装；（iv）単
量体（ａ）の一部とアシルホスフィンオキサイド（ｂ）および有機過酸化物（ｃ）を混合
して第１包装とし、単量体（ａ）の一部と第３級アミン（ｄ）を混合して第２包装とし、
単量体（ａ）の残りの部分と芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）を混合して第３包装とする
３分割式の包装などを挙げることができる。
本発明の歯科用重合性組成物は、上記した成分と共に、必要に応じて充填剤を含有してい
てもよい。特に、本発明の歯科用重合性組成物が、歯科用の合着材またはコンポジットレ
ジンである場合は、充填剤を含有することが硬化物の強度の点から好ましい。
歯科用重合性組成物における充填剤の含有量は、単量体（ａ）：充填剤＝１００：０～１
０：９０（重量比）であることが好ましい。特に、本発明の歯科用重合性組成物が合着材
またはコンポジットレジンである場合は、単量体（ａ）：充填剤＝８０：２０～１０：９
０（重量比）の範囲で充填剤を含有していることが好ましく、また接着剤である場合は７
０：３０～１００：０（重量比）の範囲で充填剤を含有していることが好ましい。
充填剤は、無機充填剤、有機充填剤、無機・有機複合充填剤、または無機充填剤と有機充
填剤の併用などのいずれであってもよい。
無機充填剤の例としてはソーダガラス、リチウムボロシリケートガラス、バリウムガラス
、ストロンチウムガラス、亜鉛ガラス、フルオロアルミナムボロシリケートガラス、ホウ
珪酸ガラス、結晶石英、溶融シリカ、合成シリカ、アルミナシリケート、無定形シリカ、
ガラスセラミックまたはこれらの混合物等を挙げることができる。
無機充填剤の粒径は特に制限されないが、一般に１５０μｍ以下であることが均一混合性
などの点から好ましく、１００μｍ以下であることがより好ましい。必要に応じて、粒径
の異なる無機充填剤を数種類混合して用いてもよい。
無機充填剤は単量体（ａ）や重合後の硬化物などとの親和性を向上させるために表面処理
をしておくことが好ましい。表面処理剤としては、従来公知のシラン系化合物（シラン系
カップリング剤）などを用いることができ、具体例としては、ビニルトリメトキシシラン
、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリクロロシラン、ビニルトリ（β－メトキシエト
キシ）シラン、γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロ
ピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプロ
ピルトリエトキシシラン等を挙げることができる。
有機充填剤としては、有機重合体粉末などを挙げることができ、例えば、単量体（ａ）を
予め重合して得られた重合体の粉末などを用いることができる。
また、無機充填剤の分散下に重合性単量体を重合して得られる複合粉末を充填剤として用
いてもよい。
また、フッ素徐放性充填剤、例えば特開平１０－３６１１６号公報などに記載されている
ようなポリシロキサン被覆金属フッ化物などを本発明の歯科用重合性組成物に含有させて
もよく、その場合は虫歯の予防効果を有する歯科用重合性組成物を得ることができる。
本発明の歯科用光重合性組成物は、必要に応じて、重合禁止剤、紫外線吸収剤、顔料、溶
剤を含有することができる。溶剤の具体例としては、水、エタノール、ｉ－プロパノール
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、アセトン、ジメチルスルホキシド、ジメチルホルムアミド、酢酸エチル、酢酸ブチル等
を挙げることができ、これらの溶剤の１種のみを用いてもまたは２種以上を用いてもよい
。
本発明の重合性組成物は、レジンセメント、レジン強化型グラスアイオノマーセメントな
ど歯科用の合着材；充填修復材、支台築造材、シーラント（小窩裂溝充填剤）などの歯科
用コンポジットレジンおよび歯科用コンポマー；歯質用ボンデイング剤、歯科矯正器具用
の接着剤などの歯科用接着剤；歯面処理剤（プライマー）；オペークプライマーなどの種
々の歯科用途に有効に用いることができる。
本発明の歯科用重合性組成物をコンポジットレジンとして用いる場合は、硬化深度が大き
いため、深い窩洞でも一括充填が可能となり、深部においても硬度の高い硬化物を与え、
しかも変色が少なく審美性を保つ効果が大きい。
また、本発明の歯科用重合性組成物を歯科用の合着材として用いる場合は、表面硬化性が
大きいのでセメントラインの摩耗を防くことができ、しかも変色が少ないので審美性を保
つ効果が大きい。
本発明の歯科用重合性組成物を歯科用接着剤として用いる場合は、重合速度が大きいので
接着操作が簡便になり、コンポジットレジンなどの他の修復材料を用いての処理が容易に
なる。
また、本発明の歯科用重合性組成物を歯面処理剤（プライマー）として用いる場合は、歯
質に浸透した組成物の硬化性に優れるため、接着力が改善される。
さらに、本発明の重合性組成物は、必要に応じて、歯科用途以外の、一般工業用のコーテ
ィング剤、接着剤、充填剤等として用いることもできる。
実施例
以下、本発明を実施例により具体的に説明するが、本発明は実施例に限定されるものでは
ない。
以下の例において、重合性組成物または重合後の硬化物の物性の測定は次のようにして行
った。
（１）表面未重合層厚さ：
以下の実施例または比較例における組成物Ａと組成物Ｂを等量秤取し混和してそれぞれの
歯科用重合性組成物を調製し、それを直径１０ｍｍ、厚さ１ｍｍのテフロン製の型に充填
し、表面を平滑にした後、歯科用光線照射器（モリタ製作所製「ライテルII」）にて２０
秒間照射した。照射後に、表面の未重合部分を拭き取り、その前後の重量変化より未重合
層部分の厚さを算出した。
（２）ブリネル硬度：
以下の実施例または比較例における組成物Ａと組成物Ｂを等量秤取し練和してそれぞれの
歯科用重合性組成物を調製し、それを直径１０ｍｍ、厚さ５ｍｍの金型に充填した後、ガ
ラス板で圧接し、３７℃の暗所に３０分間放置して化学重合硬化物を製造した。得られた
硬化物のガラス圧接面についてミクロブリネル硬さ試験器（森試験機製作所製）を用いて
表面のブリネル硬度を計測した。
（３）硬化深度：
以下の実施例または比較例における組成物Ａと組成物Ｂを等量秤取し練和してそれぞれの
歯科用重合性組成物を調製し、それを直径４ｍｍ、高さ１２ｍｍの金型に充填した後、カ
バーガラスで被覆し、その上から歯科用光線照射器（モリタ製作所製「ライテルII」）で
２０秒間照射した。照射直後に硬化物を金型から取り出し、未重合部分をワイパーで拭き
取り、硬化物の高さをノギスで計測して硬化深度とした。
（４）耐光性（ΔＥ1）：
以下の実施例または比較例における組成物Ａと組成物Ｂを等量秤取し練和してそれぞれの
歯科用重合性組成物を調製し、それを直径２０ｍｍ、厚さ１ｍｍの金型に充填し、歯科用
光線照射器（モリタ東京製作所製「α－ライトII」）で５分間光照射して重合硬化物を製
造した。該重合硬化物の半分をアルミホイルで被覆し、３７℃の水中にて１５００００ル
クスの光を２４時間照射した。非照射面（アルミホイル被覆面）および照射面の色調を色
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ΔＥ1）を、式：ΔＥ1＝（ΔＬ＊2＋Δａ＊2＋Δｂ＊2）1/2により求めて、耐光性の指標
とした。
（５）重合前後の色調変化（ΔＥ2）：
以下の実施例または比較例における組成物Ａと組成物Ｂを等量秤取し練和してそれぞれの
歯科用重合性組成物を調製し、それを直径２０ｍｍ、厚さ１ｍｍの金型に充填して、その
色調を色差計（日本電色製「Σ９０」）を用いて、Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系で計測した。次に
、歯科用重合器（モリタ東京製作所製「α－ライトII」）で５分間照射し、それにより得
られた硬化物の色調を同様にして計測し、重合前後の色調変化を式：ΔＥ2＝（ΔＬ＊2＋
Δａ＊2＋Δｂ＊2）1/2から求めた。
（６）暗所熱水耐変着色性（ΔＥ3）：
以下の実施例または比較例における組成物Ａと組成物Ｂを等量秤取し練和してそれぞれの
歯科用重合性組成物を調製し、それを直径２０ｍｍ、厚さ１ｍｍの金型に充填して、３７
℃の暗所に３０分間放置して重合させて硬化物を製造した。それにより得られた硬化物の
色調を色差計（日本電色製「Σ９０」）を用いて、Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系による色度にて計
測した。次に、その硬化物を７０℃の熱水（精製水）中に入れて暗所で１週間浸漬した後
、水中から取り出して、その色調を同様にして測定し、熱水に浸漬する前後の色調変化を
式：ΔＥ3＝（ΔＬ＊2＋Δａ＊2＋Δｂ＊2）1/2として求めた。
（７）光重合時間：
以下の実施例または比較例における組成物Ａと組成物Ｂを等量秤取して練和した後、直ち
に熱電対の先端を混和物（歯科用重合性組成物）中に挿入し、歯科用光線照射器（モリタ
製作所製「ライテルII」）で光照射した。熱電対で測定した重合熱の温度が最高になるま
でに要した時間を光重合時間とした。
《実施例１～３および比較例１～２》
（ｉ）　単量体（ａ）として、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル（以下「Ｂｉｓ－
ＧＭＡ」と略記することがある）、トリエチレングリコールジメタクリレート（以下「Ｔ
ＥＧＤＭＡ」と略記することがある）、１０－メタクリロイルオキシデシルジハイドロジ
ェンホスフェート（以下「ＭＤＰ」と略記することがある）および２－ヒドロキシエチル
メタクリレート（以下「ＨＥＭＡ」と略記することがある）を使用し、さらにアシルホス
フィンオキサイド（ｂ）として２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィン
オキサイドまたは２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチルエステ
ルを、有機過酸化物（ｃ）としてベンゾイルパーオキサイドを、第３級アミン（ｄ）とし
てＮ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－ｐ－トルイジン（以下「ジエタノール－ｐ－
トルイジン」と略記することがある）を、芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）としてベンゼ
ンスルフィン酸ナトリウムを、カンファーキノン、石英粉末およびポリシロキンサンで被
覆したフッ化ナトリウムと共に下記の表１に示す量で用いて、下記の表１の組成物Ａと組
成物Ｂとからなる２分割式の歯科用重合性組成物をそれぞれ調製した。
（ii）　上記（ｉ）で調製した歯科用重合性組成物を用いて、上記した方法で歯科用重合
性組成物から得られた硬化物の表面未重合層厚さ、ブリネル硬度および耐光性を測定した
ところ、下記の表１に示すとおりの結果であった。
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上記の表１の結果から、単量体（ａ）、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）、有機過酸化
物（ｃ）、第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）を含有する実施例
１～３の歯科用重合性組成物は、表面未重合層厚さが小さく表面硬化性に優れ、ブリネル
硬度が高く化学硬化性に優れ、しかもΔＥ1の値が小さくて耐光性に優れていることがわ
かる。
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一方、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）を含有しない比較例１の歯科用重合性組成物、
およびは、表面未重合層厚さが実施例１～３に比べて大きくて表面硬化性に劣っているこ
と、しかもΔＥ1の値も実施例１～３に比べて大きく、耐光性の点でも劣っていることが
わかる。
また、芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）を含有しない比較的２の歯科用重合性組成物は、
表面未重合層厚さが実施例１～３に比べて大幅に厚くなっており、表面硬化性に大きく劣
っていること、ブリネル硬度が実施例１～３に比べて大幅に低く化学硬化性に劣っている
こと、しかもΔＥ1の値も実施例１～３に比べて大きく耐光性の点でも劣っていることが
わかる。
《実施例４～６および比較例３～４》
（ｉ）　単量体（ａ）として、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル（Ｂｉｓ－ＧＭＡ
）およびトリエチレングリコールジメタクリレート（ＴＥＧＤＭＡ）を使用し、さらにア
シルホスフィンオキサイド（ｂ）として２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホ
スフィンオキサイドまたは２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチ
ルエステルを、有機過酸化物（ｃ）としてベンゾイルパーオキサイドを、第３級アミン（
ｄ）としてジエタノール－ｐ－トルイジンまたは４－ジメチルアミノ安息香酸エチルを、
芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）としてベンゼンスルフィン酸ナトリウムを、カンファー
キノン、石英粉末およびバリウムガラスと共に下記の表２に示す割合で用いて、下記の表
２の組成物Ａと組成物Ｂとからなる２分割式の歯科用重合性組成物をそれぞれ調製した。
（ii）　上記（ｉ）で調製した歯科用重合性組成物を用いて、上記した方法で硬化深度お
よび重合前後の色調変化（ΔＥ2）を測定したところ下記の表２に示すとおりであった。



(17) JP 4179636 B2 2008.11.12

10

20

30

40

50

上記の表２の結果から、単量体（ａ）、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）、有機過酸化
物（ｃ）、第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）を含有する実施例
４～６の歯科用重合性組成物は、硬化深度が大きくて光重合能が高く、しかも重合前後の
色調変化（ΔＥ2）の値が小さく、色調の点でも優れていることがわかる。
一方、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）の代わりにカンファーキノンを含有する比較例
３の歯科用重合性組成物は、実施例４～６の歯科用重合性組成物に比べて、硬化深度が小
さくて光重合能が低いこと、しかも重合前後の色調変化（ΔＥ2）の値が大きく重合前後
で色調が大幅に変化してしまうことがわかる。
また、第３級アミン（ｄ）を含有しない比較例４の歯科用重合性組成物は、実施例４～６
の歯科用重合性組成物に比べて、硬化深度が大幅に小さく、光重合能が実施例４～６に比
べて極めて劣っていること、しかも重合前後の色調変化（ΔＥ2）の値が大きくて重合前
後での色調の変化が大きいことがわかる。
《実施例７～８および比較例５》
（ｉ）　単量体（ａ）として、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル（Ｂｉｓ－ＧＭＡ
）、トリエチレングリコールジメタクリレート（ＴＥＧＤＭＡ）、１０－メタクリロイル
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オキシデシルジハイドロジェンホスフェート（ＭＤＰ）および２－ヒドロキシエチルメタ
クリレート（ＨＥＭＡ）を使用し、さらにアシルホスフィンオキサイド（ｂ）として２，
４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイドまたは２，４，６－トリ
メチルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチルエステルを、有機過酸化物（ｃ）としてベ
ンゾイルパーオキサイドを、第３級アミン（ｄ）としてジエタノール－ｐ－トルイジンを
、芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）としてベンゼンスルフィン酸ナトリウムを、カンファ
ーキノン、コロイダルシリカと共に下記の表３に示す量で用いて、下記の表３の組成物Ａ
と組成物Ｂとからなる２分割式の歯科用重合性組成物をそれぞれ調製した。
（ii）　上記（ｉ）で調製した歯科用重合性組成物を用いて、上記した方法でその光重合
時間を測定したところ下記の表３に示すとおりであった。

上記の表３の結果から、単量体（ａ）、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）（２，４，６
－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイドまたは２，４，６－トリメチル
ベンゾイルフェニルホスフィン酸エチルエステル）、有機過酸化物（ｃ）（ベンゾイルパ
ーオキサイド）、第３級アミン（ｄ）（ジエタノール－ｐ－トルイジン）および芳香族ス
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８の歯科用重合性組成物は、光重合時間が短く、短時間の光照射によって重合硬化させ得
ることがわかる。
一方、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）の代わりにカンファーキノンを含有する比較例
５の歯科用重合性組成物は、実施例７および８に比べて光重合時間が長く、光照射をした
場合に重合硬化に長い時間を要することがわかる。
《実施例９～１０および比較例６》
（ｉ）　単量体（ａ）として、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル（Ｂｉｓ－ＧＭＡ
）及びトリエチレングリコールジメタクリレート（ＴＥＧＤＭＡ）を用い、更にアシルホ
スフィンオキサイド（ｂ）として２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィ
ンオキサイド又は２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチルエステ
ルを、有機過酸化物（ｃ）としてベンゾイルパーオキサイドを、第３級アミン（ｄ）とし
てジエタノール－ｐ－トルイジンを、芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）としてベンゼンス
ルフィン酸ナトリウムを、カンファーキノン及び石英粉末と共に下記の表４に示す割合で
用いて、下記の表４の組成物Ａと組成物Ｂとからなる２分割式の歯科用重合性組成物の各
々を調製した。
（ii）　上記（ｉ）で調製した歯科用重合性組成物を用いて、上記した方法でブリネル硬
度および硬化深度を測定したところ下記の表４に示すとおりであった。
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上記の表４の結果から、単量体（ａ）、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）、有機過酸化
物（ｃ）、第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）を含有する実施例
９および１０の歯科用重合性組成物は、第３級アミン（ｄ）を含有しない比較例６の歯科
用重合性組成物に比べて、ブリネル硬度が大きくて化学硬化能に優れており、しかも硬化
深度が大きくて光重合性にも優れていることがわかる。
《実施例１１～１２および比較例７》
（ｉ）　単量体（ａ）として、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル（Ｂｉｓ－ＧＭＡ
）およびトリエチレングリコールジメタクリレート（ＴＥＧＤＭＡ）を使用し、さらにア
シルホスフィンオキサイド（ｂ）として２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホ
スフィンオキサイドまたは２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチ
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ルエステルを、有機過酸化物（ｃ）としてベンゾイルパーオキサイドを、第３級アミン（
ｄ）としてジエタノール－ｐ－トルイジンを、芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）としてベ
ンゼンスルフィン酸ナトリウムを、カンファーキノンと共に下記の表５に示す割合で用い
て、下記の表５の組成物Ａと組成物Ｂとからなる２分割式の歯科用重合性組成物をそれぞ
れ調製した。
（ii）　上記（ｉ）で調製した歯科用重合性組成物を用いて、上記した方法で耐光性（Δ
Ｅ1）、重合前後の色調変化（ΔＥ2）および暗所熱水耐変着色性（ΔＥ3）を測定したと
ころ、下記の表５に示すとおりであった。

上記の表５の結果から、単量体（ａ）、アシルホスフィンオキサイド（ｂ）、有機過酸化
物（ｃ）、第３級アミン（ｄ）および芳香族スルフィン酸（塩）（ｅ）を含有する実施例
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い比較例７の歯科用重合性組成物に比べて、耐光性（ΔＥ1）の値が極めて小さく、耐光
性に優れていること、重合前後の色調変化（ΔＥ2）の値が極めて小さくて色調が良好で
あること、しかも暗所熱水耐変着色性（ΔＥ3）の値が小さくて暗所で熱水中においても
変色や着色が少ないことがわかる。
産業上の利用可能性
本発明の歯科用重合性組成物は、光重合および化学重合のいずれの方式でも優れた硬化性
能を有する。
しかも、本発明の歯科用重合性組成物は、それ自体で歯科用に適した色調を有しており、
さらに重合前後（硬化前後）での色調変化が小さく、耐光性に優れ、褪色が小さい。
そして、本発明の歯科用重合性組成物は、表面の未重合層厚さが小さくて硬度の高い硬化
物を生成することができ、さらに硬化深度が大きくて深部でも十分な硬度および強度を有
する硬化物を生成することができる。
また、本発明の歯科用重合性組成物は、暗所での耐熱水変着色性に優れていて口窩中で熱
水に晒されても変色および着色しにくい。
さらに、本発明の歯科用重合性組成物は歯質や金属などとの接着性に優れており、特に単
量体（ａ）の一部として酸性基を有する酸性単量体と用いる場合は、接着性が一層良好で
ある。
したがって、本発明の重合性組成物は、上記した優れた特性を活かして、レジンセメント
、レジン強化型グラスアイオノマーセメントなど歯科用の合着材；充填修復材、支台築造
材、シーラント（小窩裂溝充填剤）などの歯科用コンポジットレジンおよび歯科用コンポ
マー；歯質用ボンデイング剤、歯科矯正器具用の接着剤などの歯科用接着剤；歯面処理剤
（プライマー）；オペークプライマーなどの種々の歯科用途に有効に用いることができる
。
特に、本発明の歯科用重合性組成物をコンポジットレジンとして用いる場合は、硬化深度
が大きいため、深い窩洞でも一括充填が可能となり、深部においても硬度の高い硬化物を
与え、しかも変色が少なく審美性を保つ効果が大きい。
そして、本発明の歯科用重合性組成物を歯科用の合着材として用いる場合は、表面硬化性
が大きいのでセメントラインの摩耗を防くことができ、しかも変色が少ないので審美性を
保つ効果が大きい。
また、本発明の歯科用重合性組成物を歯科用接着剤として用いる場合は、重合速度が大き
いので接着操作が簡便になり、しかもコンポジットレジンなどの他の修復材料の処理が容
易になる。
さらに、本発明の歯科用重合性組成物を歯面処理剤（プライマー）として用いる場合は、
歯質に浸透した組成物の硬化性に優れるため、接着力が改善されるという効果がある。
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